
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

質問 安全計画の保護者への周知はどの

ような方法で行っていくのか。 

特定教育・保育施設・特定地域型保育事業の運営基準を定める条例の一部改正 議案 

２０２３年１月～３月 

令和５年度一般会計予算 

えびはら直矢市政報告 

上尾市議会議員〈政策フォーラム・市民の声あげお〉 
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会派・個人として提案を行ってきた内容が実現
へ 

令和５年３月定例会議会報告 
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委員会 

一般質問 

令和５年度上尾市一般会計予算 
会派・個人として提案を行ってきた内容が実現へ 

 

児童の安全を確保するため条例改正 
全国で相次ぐ事件を受けて制度整備を実施 

共働き世帯に合わせた子育て支援 
朝の小学生の保育や学童の夏休み利用の実施を 
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通に視察。 

■１月１３日 
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立支援ルーム
を視察。 
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令和５年度一般会計予算で実現した提案の内容
や『市民の声あげお』の各議員の一般質問内容な
どをご報告します。 

市政報告会にご参加いただける方はチェックをお願いします ▶ 上尾市文化センター 
３０２集会室 

の公共交通について視

察を行いました。 

■ 犯罪被害者支援の実施 

■ 胃がん検診の個別検診実施 

■ 若年がん患者のターミナル（終末期）ケア 

■ ヤングケアラーの支援 

■ 平方幼稚園跡地を学童保育所として整備 

■ eスポーツの事業実施 

提
案
事
項 

予
算
で
の
反
映 

■ 犯罪被害者等見舞金制度の創設 ① 

■ 胃がん検診への内視鏡検査の追加 ② 

■ 終末期の若年がん患者支援の協議 ③ 

■ ヤングケアラー・若者ケアラー支援 ④ 

■ 整備が実現（8,736万円） 

■ シルバーeスポーツ事業（145万円） 

政策フォーラム・市民の声あげお・個人としてのこれまでの提案のうち実現や前進した主な内容 

① 犯罪被害者等見舞金制度 ４０万円 

犯罪被害者などの権利の保護と
被害の回復・軽減のため、犯罪被
害者等見舞金制度を創設。 

遺族見舞金 ３０万円 

障害見舞金 １０万円 

 

② 胃がん検診に内視鏡検査追加 １，７９３万円 

胃がん検診は集団検診によるバ

リウム検査のみであり、個別検診

の実施を一般質問などで求めて

きましたが、令和５年度から個別

検診による内視鏡検査を新たに

開始することになりました。 

③ 終末期の若年がん患者 
支援の協議 

９万円 

「健康づくり推進事業」の一つとして、ターミナル期（終
末期）の若年がん患者の在宅療養支援について協議
を実施。 

④ ヤングケアラー・若者ケアラー 
への支援体制の強化 ４３２万円 

学校・関係機関と連携して適切な支援に繋げる「ヤング
ケアラーコーディネーター」を担当部署に配置。大学と
協力してオンラインサロンを設置。 

 
■上尾市立保育所条例の一部改正 
→上尾市立大谷西保育所を開所するとともに、私立保育園の紅花保育園を時限的に市立保育所として運営 

■上尾市国民健康保険条例の一部改正 →出産育児一時金の支給総額変更に伴い、第２子以降の特例廃止 

そのほかの主な議案 
（健康福祉常任委員会） 

審査での 

主な質疑 

（概要） 

答弁 今後国などから具体的な方法が示

される予定であるため、現時点では通知

を待っている状態である。 

国の制度改正に伴い、家庭的保育事業者・放課後児
童健全育成事業者などに対して、児童の安全を確保す
るため『安全計画』の策定を義務付けるとともに、全国
で相次ぐ園児のバス置き去り事件を受けて送迎バスの
運転時における利用者の所在確認のための点呼、も義
務付ける条例改正を行いました。策定した安全計画
は、保護者との連携が図られるよう、取組みの内容な
どについて周知することも義務付けられています。 

安全計画の内容 

● 設備の安全点検 

● 職員の研修・訓練 

● 利用者などに対する事業所外での活動 

● 日常生活における安全に関する指導 など 

〇                    〇 
〇                    〇 
〇                    〇 
〇                    〇 
〇                    〇 



    

          現在、朝９時前、夜７時以降の 

小学校児童の預かりを必要 

とするご家庭の状況について、把握してい

ない。今後、状況を把握するため、ニーズ調

査を検討していく。また、調査の時期も含

めて検討していく。 

市民からの意見を広聴広報課が 

政策提言か問い合わせを振り分け 

て回答する現在の制度を、市民がどちらか

選択できるよう改善を求めたが、その後の

進捗はどうなっているか。 

都内に通う保護者に必要であること 

が想定される朝９時前、夜７時以降

の保育等の支援について、必要性の認識と

具体的な対策はあるか。また、調査を行う

場合にはいつまでに行うか。 今年度の利用実績では、 

長期休暇期間中の利用児童

数は平日と比較して若干少ない人数となっ

た。今後、一時利用を実施している自治体

の事例を調査していく。 

     以前の一般質問への答弁で、市民が 

自然環境に触れられる形での原市 

沼調節池の整備について、「県土整備事務所

に要望していく」と述べていたが、その後の

進捗はどうなっているか。 

     学童保育室の一時利用について、 

制度を設けるべきであると考える

がいかがか。また、長期休暇のみでも同制

度を設けるべきであると考えるが見解は。 

①子ども・子育て支援 ②都市施策 ③まちづくり 

 

テーマ 

市民の声を形に 令和５年３月定例会 

学童保育の一時利用 
 

共働き世帯の支援 
 

原市沼調節池事業 

子ども子育て 

子ども子育て 

都市施策 『市長への政策提言制度』 まちづくり 

長期休暇期間中の一時利用の実施 

自然環境に触れられる形での整備 

朝の保育や学童一時利用の必要性 

「提案」と「問合せ」を市民が選べるように 

          県土事務所との協議の場で 

上の池のビオトープ区域の 

堤防や調節池内に、市民が散策できる遊歩 

道の整備を要望し、令和５年度に予定して 

いる業務の中で検討していく旨の回答を 

もらっている。 

          令和５年度からの専用はがき 

の更新に合わせ、市ホームペ

ージの様式も変更し、市民の皆様が市長へ

の政策提言制度、市政への問い合わせ制度

のいずれかを選択できるよう変更を予定し

ている。 

市長政策 
室長答弁 

Point 

Point 

Point Point 

市内の学童保育室利用児童数 

 

渡良瀬遊水地における環境学習 

学校の登校時間の変化 

市長への政策提言／市政への問い合わせ 

（出典）上尾市青少年課『令和４年度 学童保育所利用状況（月別）』 

（出典）国土交通省『ラムサール条約湿地 渡良瀬遊水地』 

令

和

５
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月

定
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会 

の
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議 
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市議会ホームページに「視察報告」を掲載 初めて請願についての「連合審査会」を開催 

上尾市議会のホームページが更新され、新たに『委員会行政視

察報告』が掲載されました。 

これは、市民の方々からの「視察の報告は広く市民にすべき」と

のご意見に基づいて、議会報編集委員会で会派議員が尽力し

て実現したものです。議会として、公開できる情報は積極的に

公開するべきです。今後も、議会の透明性を少しでも上げられ

るよう市民の声を大切にして改善策を提示していきます。 

請願提出は市民の権利です。 
提出を検討している方が 
いらっしゃいましたら 
ぜひご相談ください。 

子ども未来 
部長答弁 

 

（出典）上尾市指導課資料『上尾市立小学校における登校時間について』 

質問 

（出典）上尾市 HP『皆さまから寄せられた市政への問い合わせ受付状況（令和 3年度）』 

質問 
（要旨） 

今定例会に提出された『市内教育機関等においてマスク着脱を

強制しないことおよび黙食指導の見直しを求める請願書』につ

いて、請願としては初めて、付託を受けた文教経済常任委員会

に加えて、関連があるとして私が所属する健康福祉常任委員会

の委員も審査に加わる「連合審査会」の形式で審査を行いまし

た。審査においては提出者を参考人としてお招きし、意見聴取

も行い、全会一致で採択されました。 

子ども未来 
部長答弁 

都市整備 
部長答弁 

質問 

児童の登校時間を変更した小学校数（予定を含む） 

１４校／２２校 

 

令和元年～ １ 

令和２年～ ３ 

令和３年～ ６ 

令和４年～ ３ 

令和５年（予定）～ １ 

 

コロナ禍以後 

登校時間を 

遅らせる学校 

が増加 

質問 
（要旨） 

 
 ６月 ７月 ８月 ９月 11月 12月 1月 2月 

利用実績 

（一日平均） 
1,508 1,328 1,101 1,396 1,308 1,278 1,226 1,312 

利用児童数 1,944 1,951 1,932 1,889 1,815 1,795 1,766 1,744 

 

長期休暇中の利用実績は 

ほかの月に比べて少ない。 

市民からの意見 市からの回答 

図書館に無い本を希望する際、わざわざ
図書館に行かずに、パソコンから出来る様
にして欲しいです。 

パソコンから市図書館未所蔵資料のリクエストを受け付けること
につきましては、当館の現行システムにおいて対応することがで

きておりません。ご提案は今後の課題として預からせていただ
きます。  

 

問合せとして処理

されたが市からの

回答では「ご提案」

とされている。 

ビオトープ区域の参考事例として上尾市が 

県に対して提示している渡良瀬遊水地では、 

環境学習発表会などが活発に行われている。 


